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新
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し
ま
す

新附属病院の外来対応診療科
※受診には紹介状が必要です
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リハビリテーション科

※
特
定
機
能
病
院
…
①
高
度

医
療
の
提
供
、
②
高
度
の
医

療
技
術
の
開
発
・
評
価
③
高

度
医
療
に
関
す
る
研
修
の
実

施
④
高
度
な
医
療
安
全
管
理

体
制
の
四
つ
の
役
割
を
備
え

る
病
院
。
国
の
承
認
を
受
け

て
い
る
病
院
は
、
全
国
で
86

カ
所
あ
り
ま
す
（
４
月
１
日

現
在
）
。

　

先
進
医
療
へ
の
取
り
組

み
、
高
度
医
療
に
関
す
る
臨

床
研
修
の
実
施
な
ど
を
通
し

て
、
医
療
技
術
の
進
歩
、
人

材
の
育
成
を
図
り
、
国
民
の

健
康
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使

命
と
し
て
い
ま
す
。

　

岩
手
医
科
大
学
（
小
川
彰
理
事
長
）

の
新
附
属
病
院
は
９
月
21
日
、
矢
巾
町

医
大
通
二
丁
目
に
開
院
し
ま
す
。
県
内

唯
一
の
特
定
機
能
病
院
と
し
て
、
岩
手

県
の
医
療
の
中
核
を
担
う
と
と
も
に
、

北
海
道
・
北
東
北
の
高
度
医
療
拠
点
と

な
る
病
院
で
す
。

　

新
病
院
は
千
の
病
床
と
20
の
手
術
室

を
備
え
る
、
国
内
最
大
級
の
病
院
で
す
。

外
来
は
、
現
在
の
附
属
病
院
が
有
す
る

48
診
療
科
の
う
ち
、
心
臓
血
管
外
科
や

産
婦
人
科
な
ど
、
専
門
性
の
高
い
16
診

療
科
で
対
応
し
ま
す
。

　

７
月
20
日
に
は
落
成
式
が
行
わ
れ
、

小
川
理
事
長
は
「
患
者
さ
ん
本
位
の
安

心
、
安
全
で
快
適
な
医
療
の
提
供
を
第

一
に
、
地
域
医
療
の
安
定
、
充
実
に
最

大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て
い
き
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

落
成
式
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会
で

は
、
高
橋
町
長
が
「
地
域
医
療
を
推
し

進
め
る
大
学
病
院
が
本
町
に
完
成
し
た

こ
と
は
、
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。
地
域

医
療
の
発
展
に
向
け
、
町
と
し
て
も
最

大
限
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　岩手医科大学では、新病院への移転・開

院に伴い、入院患者の搬送を行います。救

急車両などにより、盛岡市内丸にある現在

の病院から約５００人を搬送するため、当

日は県道矢巾停車場線や町道中央１号線な

ど、新病院の周辺道で混雑が予想されます。

新病院周辺を通行する際は、ご注意くださ

い。

　搬送は救急車の他、自衛隊車両、介護車

両などにより行われます。入院患者の安全

で迅速な搬送のため、ご理解とご協力をお

願いします。

▼搬送日　9 月 21 日㈯

　※患者搬送の詳細は、9月 13日発行の

「役場からのお知らせ」で掲載予定です。

【9/21】新病院の開院に伴う
患者の搬送が行われます
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最新鋭の機器が導入された手術室

外来診療の受付

緩和ケア病棟ラウンジ

盛岡地区の 2次救急入院の受入機関

岩手医科大学附属病院（内丸）◎※ ☎ 651-5111

岩手県立中央病院（上田）◎ ☎ 653-1151

盛岡赤十字病院（三本柳）◎ ☎ 637-3111

盛岡市立病院（本宮） ☎ 635-0101

高松病院（館向町） ☎ 624-2250

栃内病院（肴町） ☎ 623-1316

遠山病院（下ノ橋町） ☎ 651-2111

盛岡つなぎ温泉病院（繋字尾入野） ☎ 689-2101

盛岡友愛病院（永井） ☎ 638-2222

川久保病院（津志田）◎ ☎ 635-1305

国立病院機構盛岡医療センター（青山）☎ 647-2195

八角病院（好摩字夏間木） ☎ 682-0201

◎は小児救急入院にも対応

※現在の医大附属病院（内丸）は 9月 21日以降、「内
丸メディカルセンター」となり、2次救急医療機関
の区分から外れますので、ご注意ください。

適正受診をお願いします

　症状が軽い患者が安易に救急医療を利用する

と、特定の医療機関に診療が集中し、救急医療の

機能維持が難しくなります。軽い症状の場合は、

休日救急当番医、盛岡市夜間急患診療所を受診す

るよう、ご協力をお願いします。

　風邪などの比較的、症状が軽い場合は、「初期

救急医療機関」を受診しましょう。

　休日救急当番医や、夜間急患診療所の問い合わ

せは、毎月発行している「広報やはば」内の健康

ガイド（9月号は 10～ 11㌻）に掲載しています。

　入院治療や手術が必要と思われる人と、初期救

急医療機関が受け入れていないときは、2次救急

医療機関を利用してください（下図参照）。

　岩手医科大学附属病院、県立中央病院、盛岡赤

十字病院の 3カ所は、特に重症患者を受け入れ

ています。

　各病院で、日によって患者を受け入れている診

療科が異なります。事前に各医療機関に問い合

わせるか、盛岡市医師会のホームページ（http://

www.morioka-med.or.jp/）をご覧ください。

症状が軽い場合
初期救急医療機関へ

入院などが必要な場合
2 次救急医療機関へ

●新病院の外来は完全予約制です

　岩手医科大学の新附属病院では、9月 24日㈫に外

来診療の受け付けや救急患者の受け入れが始まります。

外来受診は完全予約制で、他の医療機関からの紹介状

が必要となります。※紹介状がない場合は、初診にか

かる費用として5,000円（税抜）の負担が必要です。

●現在の附属病院では休診日などを設けます

　盛岡市内丸にある現在の附属病院では、新病院の開

院準備のため、救急患者の受け入れ停止期間や外来休

診日などを設けています。通院する場合は、日程をご

確認ください。

▼外来休診日　9月 20日㈮

▼救急受け入れ停止　9 月 19 日㈭午前 0 時～ 9 月

24日㈫午前 8時 30分

岩手医大附属病院の
利用に関するお知らせ
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